
１．はじめに
文部科学省は，平成29年，小学校学習指導要領

を改訂した．特色は，中央教育審議会答申（平成
28年）を踏まえ，「子供たちが未来社会を切り拓
くための資質・能力を一層確実に育成することを
目指した」ことである１）．

そして，「『生きる力』を子供たちに育むために
『何のために学ぶのか』という各教科等を学ぶ意

義を共有しながら，授業の創意工夫や教科書等の
教材の改善を引き出していくことができるように
するため，全ての教科等の目標及び内容を『知識
及び技能』，『思考力，判断力，表現力等』，『学び
に向かう力，人間性等』の三つの柱で再整理」し
た．

以下，「総合的な学習の時間」の目標（平成29
年度）である２）．
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合的な学習を行うことを通して，よりよく課題
を解決し，自己の生き方を考えていくための資
質・能力を次のとおり育成することを目指す．

（１）探究的な学習の過程において，課題の解
決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に
関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを
理解するようにする．

（２）実社会や実生活の中から問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析
して，まとめ・表現することができるように
する．

（３）探究的な学習に主体的・協働的に取り組
むとともに，互いのよさを生かしながら，積
極的に社会に参画しようとする態度を養う．

そして，「資質・能力の育成につながる探究的
な学習となる」ことを実現することを目指して，

「総合的な学習の時間」にプロジェクト型の学習
を取り入れる学校が見られるようになった．

例えば，横浜市立大岡小学校（第６学年３組）
は，「６－３ハチBOON　BOONプロジェクト」
を実践した．静岡市立清水江尻小学校（第５学
年）は，「地域丸ごと学校だ！」を実践した．

そこで，本研究は，「総合的な学習の時間」の
プロジェクトにおいて，「資質・能力の育成につ
ながる探究的な学習となる」ことを実現する要素
をどう引き出すかを探ることを目的とすることに
した．

２．「総合的な学習の時間」のプロジェクトにお
いて，「資質・能力の育成につながる探究的
な学習となる」ことを実現する要素

「総合的な学習の時間」のプロジェクトにおい
て，「資質・能力の育成につながる探究的な学習
となる」ことを実現する要素を考えるにあたり，
学習指導要領における，次のような記述に着目し
た３）．
「総合的な学習の時間」の学習指導は，「身近に

ある具体的な教材，発展的な展開が期待される教

材を用意する」．
そして，次の２点が，重要であるとする．

・教材は，探究的な学習として質の高い学
習活動が展開されるように，児童の学習
を動機付けたり，方向付けたり，支えた
りするものであること

・児童の興味・関心を重視し，児童の身の
回りの日常生活や社会にある事物や現象
を適切に取り上げ，児童にとって学ぶ価
値のある教材としていく

さらに，「総合的な学習の時間」の教材の特徴
を，次のように示す．

・児童の身近にあり，観察したり調査した
りするなど，直接体験をしたり繰り返し
働きかけたりすることのできる具体的な
教材であること

・児童の学習活動が豊かに広がり，発展し
ていく教材であること．一つの対象か
ら，次々と学習活動が展開し，自然事象
や社会事象へと多様に広がり，学習の深
まりが生まれることが大切である．ま
た，生活の中にある教材であっても，そ
こから広い世界が見えてくるなど，身近
な事象から現代社会の課題等に発展して
いくことが期待される

・実社会や実生活について多面的・多角的
に考えることができる教材であること

つまり，「総合的な学習の時間」のプロジェク
トにおいて，「資質・能力の育成につながる探究
的な学習となる」ことを実現する要素には，以下
の３点があると考えた．

要素㋐子どもの興味・関心を重視するとともに
日常生活や社会にある事物や現象である

要素㋑子どもの学習を動機付けたり，方向付け
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たり，支えたりするとともに観察したり
調査したりするなど，直接体験をしたり
繰り返し働きかけたりする

要素㋒子どもの学習活動が豊かに広がり，発展
するとともに自然事象や社会事象へと多
様に広がり，実社会や実生活について多
面的・多角的に考えることができる

３．「資質・能力の育成につながる探究的な学習
となる」ことを実現することを目指すプロ
ジェクト～「総合学習の研究」（文教大学，
平成30年度）

筆者は，「総合学習の研究」（文教大学，平成30
年度）及び「生活科・『総合的な学習の時間』授
業実践論」（文教大学専攻科，令和元年度）にお
いて，「資質・能力の育成につながる探究的な学
習となる」ことを実現することを目指すプロジェ
クトとして「小冊子『北越谷の手焼き煎餅』を作
成し小学校に配布しよう」を実践した．

そして，プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼
き煎餅』を作成し小学校に配布しよう」を通し
て，「総合的な学習の時間」のプロジェクトにお
いて，「資質・能力の育成につながる探究的な学
習となる」ことを実現する要素をどう引き出すか
を探った．

そこで，プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼
き煎餅』を作成し小学校に配布しよう」のねらい
は，「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現
力等」の観点をもとに，次のように設定した．

㋐地域には学習の素材があることに気付くこと
ができるとともに地域素材を取り上げること
によって子どもが主体的に学習を組織できる
ことに気付くことができるようにする

㋑地域にある学習の素材との関わり方を体験す
ることによって，教材開発の技能を身に付け
ることができるようにする

㋒地域素材をどのように取り入れていけば，子
どもが地域素材をもとに探究する学習を歩む

ようになるかを考えることができるようにす
る．

以下，「総合学習の研究」（文教大学，平成30年
度）の様子である．
①プロジェクトの提示

まず，学生は，小学校学習指導要領解説「総合
的な学習の時間」をもとに，理念及び内容や指導
計画作成について概要をつかんだ．

次に，「奈良女子大学附属小学校『しごと』」の
授業（３年「観光客がよく来る奈良」筆者）の録
画と「横浜市立大岡小学校『総合的な学習の時
間』」の授業（６年「ミツバチ・プロジェクト」）
の録画を視聴した．そして，問題発見・解決型の
学習とプロジェクト型の学習について検討した．

その後，プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼
き煎餅』を作成し小学校に配布しよう」を提示し
た．

そして，「総合的な学習の時間」の理念及び内
容や指導計画作成を手がかりにして，プロジェク
トについて考えた．
②地域素材「北越谷の手焼き煎餅」を作る体験活動

北越谷駅近くの手焼き煎餅店「松葉屋」に出か
け，店の人が焼く様子を見学し，焼き方の講習を
受けた．そして，手焼き煎餅作りの体験活動を
行った．

【煎餅を焼く手順】

㋐木製の四角い道具の下の囲いの中に，火
鉢が入っている．

㋑木製の四角い道具の上段の囲いの中に，
日に作っておいた煎餅を置き，蒸らす．

㋒蒸らした煎餅（半円状に丸まっている）
を，左手で持った鉄の道具で押さえて平
らにしながら焼く．（蒸らしてあるので鉄
の道具で押さえても割れない）

㋓右手で持った箸で煎餅を両面焼く．
㋔焼きあがると，刷毛で醤油を塗り，さら

に焼く．
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③説明を聞いたことや焼く体験活動を通して
思ったこと等を使ってインタビュー活動
学生は，体験活動や説明を受けたことをもとに

インタビューを行った．その際，インタビューの
コツとして，次のような指導を行った．

例えば，「『前日に煎餅を作って一晩置いてお
く』と言われましたが（けれど），なぜ一晩置い
ておくのですか」と，聞いた説明の背景や意味を
問うインタビューを行うことができる．

焼く体験活動を通して思った「重たい鉄で押さ
えると割れそう」を使って，「重たい鉄で押さえ
ると割れそうだけれど，なぜ重たい鉄で押さえて
も煎餅は割れないのですか」と，手焼き煎餅の作
り方の秘密を問うインタビューを行うことができ
る．
④「北越谷の手焼き煎餅」についてインターネッ
トやパンフレット等を活用して調べる活動
インタビュー活動後，学生は，インターネット

やパンフレット等を活用して調べる活動を行っ
た．

そして，調べた事柄のキーワードを付箋（黄
色）に書き，模造紙（全紙の大きさ）の上で， 
KJ法的手法を取り入れて相談・整理した．

次に，学生が相談・整理した結果をもとに，
「手焼き煎餅」，「街道」，「川」「米作り」というま
とまり（キーワード）を抽出した．

その後，整理したまとまりを意識して，調べた
事柄の付箋（黄色）を貼り付けた．そして，その
周辺に，関連しそうな実社会・実生活における問
題を相談・検討し，付箋（ピンク色）に書き，貼
り付けた．
⑤調べた事柄を疑問に作り替える活動

学生は，調べて見つかった事柄を分かったこと
として捉え，学びのまとめに入ろうとする．

そこで，先の「インタビューのコツ」を活用し
て，調べた事柄に「けれど，なぜ～？」をつなげ
て疑問に作り替える活動を行った．例えば，江戸
時代にお菓子があったという事実を受け，「けれ
ど，なぜ～？」と，疑問（「江戸時代にお菓子が
あったけれど，なぜ江戸時代にお菓子があった
の？」）に作り替える．

そして，全員（12人）で計100個の疑問をつく
ることを目指した．しかし，100個には到達せず，
68個の疑問が出来上がった．

「説明に出た言葉を聞きとめる」＋「けれど，
なぜ～ですか？」とつなげる

【インタビューをみつける指導】

【手焼き煎餅を焼く体験活動】

【学生が相談・整理・検討した模造紙】

「教育学部紀要」文教大学教育学部　第 54 集　2020 年　小幡　肇

― 182 ―



⑥「北越谷の手焼き煎餅」の小冊子を作る活動
学生は，再度，調べる活動を行った．その際，

小冊子作成に向けて，問題となることを検討し
た．

㋐68個の疑問について，どのようなまとまりを
作り，疑問をどのような配列にするか．

【結果】68個の疑問を整理し，内容としての
まとめをみつける．そして，そのまとまり
を小冊子の「章」とする．その際，子ども
が興味・関心を抱きそうな事物・事象から
始めるようにする．

㋑「小学生が読みたくなる小冊子にするにはど
うするか」．つまり，小冊子のプロットにつ
いての検討である．

【結果】章のタイトルを工夫する．例えば，
１章「手焼きせんべいの『おかし』なと
ころ」，２章「おせんべいの米（コメ）ン
ト」３章「おんせべいfeat  Soy  Sauce（ソ
イソース）」，４章「River（リバー）を知
river（リバー）？」，５章「元荒川をもっ
と，もーーーっと知りたい！」，６章「街
道の解剖」，７章「鳥居のトリック」，特別
編「田んぼアートの魅力にせまる‼」と，
言葉遊び的な要素を取りいれた．

㋒一つの章の中の疑問の配列順をどうするか？
つまり，表面的な疑問から深層的な疑問への
配列についての検討である．

【結果】例えば，１章「手焼きせんべいの
『おかし』なところ」については，「①江戸
時代のおかしってどんなおかし？」，「②な
ぜ季節や縁起に関係のあるおかしが作られ
たの？」，「③なぜ，桜もちには桜の葉がま
かれているの？」，「④おかしは１ついく
ら？」，「⑤おかしはどこで売られていた
の？」，「⑥なぜ，おかしを売り歩くように
なったの？」，「⑦なぜ，和菓子がへった
り，和菓子を食べなくなったの？」と，疑
問の配列順を考えた．

㋓各頁ごとに，問題解決の過程を学ぶことがで
きるような紙面構成をどう工夫するか．

【結果】まず疑問の提示をする．そして，子
どもが思い浮かべそうな予想や推測を書
く．次に，疑問の解決につながる情報を示
す．その際，専門家からの聞き取り調査を
イメージできるような文章にする．最後
に，まとめを示す．

【学生が考案した紙面構成】

【学生が作成した「あとがき」】

「手焼きせんべい100の？」を読んでいた
だきありがとうございました．まずは作品
を完成させることができ，私たち学生12名
安心していると同時に嬉しく思います．タ
イトルが「手焼きせんべい100の？」なのに
68個しかなくない？と思われた方が多いと
思います．実はもともと100個作る予定でし
たが，学生の時間の都合上減らさざるをえ
なくなってしまい68個になってしまいまし
た．また表紙も先に作り上げてしまったこ
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「あとがき」には，体験に基づく活動の良さが
綴られている．そして，体験や聞き取った話を疑
問にして解き明かすことが，「なんで？」を「そ
うなんだ」と自己解決へと向かわせる重要なポイ
ントだと，学んだことが綴られている．

さらに， 『やり遂げることができるようになっ
た自分』という，より成長した自分についての意
識を育てることができた喜びや，教師としての自
己の在り方につなげる学びが綴られている．
⑦作成した小冊子「北越谷の手焼き煎餅」をどう
するかを考える
最後，調べる際の手続きのまずさ（安易な引

用）を問題視する意見が出た．結果，自分が持っ
ておくことがよいと，学生は判断した．

４．「資質・能力の育成につながる探究的な学習
となる」ことを実現することを目指すプロ
ジェクト～「生活科・『総合的な学習の時間』
授業実践論」（文教大学専攻科，令和元年度）

「生活科・『総合的な学習の時間』授業実践論」
（文教大学専攻科，令和元年度）は，学生が２名
だったため，パンフレット作成に変更した．

2．おいしい「草加せんべい」を
作ってみよう

みんな、⾷べたことあるかな？
ふつうの「おせんべい」じゃないよ。
「草加せんべい」っていうんだよ。
ぼくは、「松葉屋」さんに⾏ってき
たよ。

いらっしゃい！よく来たね！
おじちゃんは、30年くらい、
せんべいを焼いているんだ。
今⽇は、何しに来たのかな？

Ｑ．⼩学⽣でも、おせんべいを焼くことができますか？
Ａ．もちろん！お箸が苦⼿な⼦でもできますよ！

Ｑ．作りたてと乾燥したおせんべいは、どうちがうの？
Ａ．作りたては、しっとりした⾷感とやわらかめだけど、

乾燥したら、パリッサクッの⾷感とかたくなるよ。
味にちがいは……ありません！

Ｑ．1⽇に焼くおせんべいは、どのくらいですか？
Ａ．だいたい600〜800枚くらいだよ。

焼いているのを⾒たかったら、8時から15時に
お店に来てね。

Ｑ．おいしいおせんべいが⾷べられるのは、何⽇間？
Ａ．夏は10⽇間、冬は２週間くらいかな。

でも、しょうゆがとんじゃうから早く⾷べてね！

Ｑ．お仕事のやりがいを感じるのは、どんな時ですか？
Ａ．お客さんから「おいしい」って⾔われる時だな！

次へ

おせんべいのひみつ道具

ホイロ

押しがわら

焼く前に、
⽣地をねかせる！
ふくらむひみつは、
ここにあるよ！

炭を使っているよ。
中まで
しっかり焼けるのは、
これのおかげ！

押しがわら、
重たかったよ…。

それに焼いている時、
とっても暑かった！

知っていた？
おせんべい屋さんは、
お天気商売なんだって！

おっと…。いけねぇ！
忘れていたよ。
せんべいは、
うるち⽶、しょうゆ、
店によっては、
みりんをつかっている！

その際，調べる際の手続きのまずさ（安易な引
用）を改善するため，体験活動の後の調べる活動
において， 市役所や煎餅屋等への聞き取り調査を
充実することにした．そして，子どもが見やす
く，楽しく分かることを目指してパンフレット

（計13枚のPowerPoint）を作成した．
まず，構成は，「タイトル『越谷のすごいとこ

ろ，見付けたよ』」，「目次」，「１．越谷市のすご
いところを知ろう！」とした．

そして，手焼き煎餅店「松葉屋」での体験活動
とインタビュー活動にもとづく，「２．おしいし

「草加せんべい」を作ってみよう～ＱアンドＡ・作
り方『生地』『焼く』『ひみつの道具』」を作成した．

ともあり，100のままになってしまいまし
た．お詫び申し上げます．

さて，作品は教育学部社会専修３名・特
別支援専修５名・児童心理教育コース４名
と異なる12名の学生により執筆しました．
それぞれの専門性を生かした見方・考え方
で協議を行いました．話し合いにおいても
12名全員が集まる時間が限られており，ま
た１回の集まりで様々な活動内容を決めな
くてはならず，大変な思いをしました．

しかし，本作品を作るにあたっては，総
合的な学習の時間の良さに気付くとともに，
手焼きせんべいについても多くのことをし
ることができました．体験にもとづく活動
だからこそ，興味・関心が持ちやすく，体
験やお話から生まれた？を解き明かしてい
くことが，「なんで？」を「そうなんだ」と
自己解決へと向かわせる1つの重要なポイン
トなのだと気付かされました．今回の活動
を私たちが教師として教壇で活躍するとき
の糧にできたことを大変嬉しく思います．

（下線，筆者）

【学生が作成したパンフレット】
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さらに，市役所での聞き取り調査にもとづく，
「おせんべいのことをもっと教えて～Ｑアンド
Ａ」，「かわいい『お雛様』をかざろう～Ｑアンド
Ａ」，「かっこいい『甲冑』はみんなのあこがれ～
ＱアンドＡ」，「何度ころんでも起き上がる『だる
ま』のヒ・ミ・ツ」，を作成した．

最後に，総合的な学習の探究のサイクルを意識
して，「越谷市のすごいところは外国の人にも人
気」と「みんなに越谷市のすごいところを伝えた
いな」を作成した．

５．「総合的な学習の時間」のプロジェクトにお
いて，「資質・能力の育成につながる探究的
な学習となる」ことを実現する要素をどう引
き出すか

「資質・能力の育成につながる探究的な学習と
なる」ことを実現することを目指すプロジェクト

「小冊子『北越谷の手焼き煎餅』を作成し小学校
に配布しよう」を通して，「資質・能力の育成に
つながる探究的な学習となる」ことを実現する要
素をどう引き出すかについて探る．

まず，手焼き煎餅店に出かけ，見学・講習・体
験活動・インタビュー活動・調べる活動を行っ

た．そして，調べた事柄について，KJ法的手法
を取り入れて相談・整理した．

その後，相談・整理した結果をもとに，「手焼
き煎餅」，「街道」，「川」「米作り」というまとま
り（キーワード）を抽出した．そして，関連しそ
うな実社会・実生活における問題を相談・検討・
抽出した．

次に，調べた事柄を疑問に作り替える活動，調
べる活動を行った．

さらに，小冊子作成に向けて，問題となること
の検討，疑問の配列，小冊子のプロット（表面的
な疑問から深層的な疑問へ），各頁ごとに問題解
決の過程を学ぶことができる紙面構成を考えた．

そして，作成上の役割分担を決め，作成した．
結果，作成した小冊子や「あとがき」から，学

生は，設定したねらい㋐㋑㋒を達成することがで
きたことが分かる．

つまり，プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼
き煎餅』を作成し小学校に配布しよう」を通し
て，「資質・能力の育成につながる探究的な学習
となる」ことを実現する要素をどう引き出すかに
ついて，以下のことが言える．

第一点，一連の学習過程を踏むといった，学習
上の手続きを丁寧にとることである．

プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼き煎餅』
を作成し小学校に配布しよう」は，手焼き煎餅店
見学・講習・体験活動・インタビュー活動・調べ
る活動・調べた事柄の整理・まとまり（キーワー
ド）の抽出といった一連の学習過程を踏んだ．

つまり，学習上の手続きを丁寧にとることによ
り，「資質・能力の育成につながる探究的な学習
となる」ことを実現する要素㋐㋑を引き出したの
である．そして，探究のサイクル「課題の設定，
解決に向けた情報の収集・分析・検討・整理・ま
とめ・表現」を実現した．

要素㋐子どもの興味・関心を重視するとともに
日常生活や社会にある事物や現象である

要素㋑子どもの学習を動機付けたり，方向付け

【外国に視野を広げる文章】

越谷市のすごいワザを外国に伝えるのに，
いろいろな工夫をしています．例えば，写
真のようにワインとかのボトルに甲冑（かっ
ちゅう）を組み合わせたりしています．

外国のものとコラボしている理由は，こ
の越谷市のすごいワザをのこすためにやっ
ているからです．

しかし，越谷市のすごいワザを受けつぐ
人がいないため，少しずつ失われつつあり
ます．

そのために，越谷市役所がすごいワザを
ＰＲしたり，かざったりするお手伝いをし
て支えています．また，お金を出したりお
店の方の支援をすることで，より活動がし
やすくしています．

「総合的な学習の時間」のプロジェクトにおいて「資質・能力の育成につながる探究的な学習となる」ことを実現する要素をどう引き出すか
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たり，支えたりするとともに観察したり
調査したりするなど，直接体験をしたり
繰り返し働きかけたりする

第二点，活動を進めるに伴って「かべ」が生
じ，その「かべ」を認知し，「かべ」を乗り越え
て，課題を達成しようと取り組むことである．

藤井千春は，「総合的な学習の時間」のねらい
を「自分の力でものごとをやり遂げて，自分らし
く生きていく能力と意欲を育てる」とした４）．

そして，「学習と生活，『学ぶこと』と『生き
ること』との統一・連続を図ることが要点」と
なり，「問題解決に向けて自ら学び，努力や工夫
をして取り組んでいくという学習活動を通じて，

『自己の生き方を考える』機会やきっかけが生ま
れることが重要」であるとした．

その際，「問題」について，以下のように述べ
る．

自分の「思い・願い」に根ざして進められ
ている活動，自分が設定した課題についての
追究が，「かべ」に突き当たったとき，すな
わち，その実現に向けての進路に克服すべき
妨害や行き詰まりの存在を認知したときに，

「問題」は成立する

藤井は，自分の活動を進めるに伴って「かべ」
が生じ，その「かべ」を認知することによって

「問題」は成立するとした．そして，「かべ」を乗
り越えて，「自分の『思いや願い』を実現しよう，
あるいは自分の課題を達成しようと取り組むこと
が，『解決』へ向けての『追究』」であるとした．

そのような追究を「豊富に体験することによ
り」，「子どもたちの能力と意欲，さらには『やり
遂げることができるようになった自分』という，
より成長した自分についての意識を育てる」とこ
ろに「『問題解決』の人間形成における意義があ
る」とした．

プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼き煎餅』

を作成し小学校に配布しよう」の一連の学習過程
に，関連しそうな実社会・実生活における問題の
相談・検討・抽出を取り入れたことにより，作成
した小冊子や「あとがき」から，「自然事象（川）
や社会事象（街道・米作り）へと多様に広がっ
た」ことを見ることができた．

また，小冊子作成に向けて，問題となることの
検討，疑問の配列，プロット（表面的な疑問から
深層的な疑問へ），各頁ごとに問題解決の過程を
学ぶことができる紙面構成を考えることを取り入
れたことにより，「実社会や実生活について多面
的・多角的に考える」ことを見ることができた．

つまり，プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼
き煎餅』を作成し小学校に配布しよう」の一連の
学習過程に「かべ」を設定することにより，「総
合的な学習の時間」のプロジェクトにおける「資
質・能力の育成につながる探究的な学習となる」
ことを実現する要素㋒を引き出したのである．

要素㋒子どもの学習活動が豊かに広がり，発展
するとともに自然事象や社会事象へと多
様に広がり，実社会や実生活について多
面的・多角的に考えることができる

６．「総合的な学習の時間」のプロジェクトにお
いて，「資質・能力の育成につながる探究的
な学習となる」ことを実現する要素を引き出
す精緻を高める

プロジェクト「小冊子『北越谷の手焼き煎餅』
を作成し小学校に配布しよう」の改善を図るとこ
ろは，どこだろう．そして，「資質・能力の育成
につながる探究的な学習となる」ことを実現する
要素を引き出す精緻を高めるには，どうすればよ
いのだろう．

そのため，筆者が，プロジェクト「小冊子『北
越谷の手焼き煎餅』を作成し小学校に配布しよう」
を提示したところに焦点をあてることにする．

そして，池田市立池田小学校（山田知香教諭）
第３学年「総合的な学習の時間」のプロジェクト
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「公園を探検しよう」の導入授業との比較を通し
て，「総合的な学習の時間」のプロジェクトにお
いて，「資質・能力の育成につながる探究的な学
習となる」ことを実現する要素を引き出す精緻を
高めることについて探ることにする．

以下，山田の導入の授業の様子である．　
①山田は公園の探検を話題とした

山田は，公園に探検に行くことを，試しの話題
として投げかけた．
Ｔ．総合の時間に，久しぶりに公園に探検に行き

たいなと思うのですが？
Ｃ．（一斉に）やったあ．コロナなのに（様々な

つぶやきが出る）．
Ｔ．探検に行くって，できますか？
Ｃ．何もできない（複数の児童がつぶやく）．

試しの話題として投げかけたことが功を奏し
た．希望的に「できる」と言いたいところを，コ
ロナ下での現実に照らして捉え，「できない」と
発言する姿が見られた．

そして，自分の思いや願いに根ざした活動を欲
しているが，その進路に「かべ」が生じることを
推測している様子がうかがえた．

そこで，山田は，子どもの様子が探検に必要な
ことを考える活動への弾みとなると判断し，２人
組で探検に必要なことを相談する学習指導を行っ
た．
Ｔ．では，２人組で話し合ってみましょう．
②山田は話し合いでの言葉に着目する
Ｔ．では話し合ったことを教えてください．
Ｃ．メモ．（「メモに書くポイントとか」とつぶや

きや「うんうん」とうなずきが出る）
Ｔ．今，いい言葉が聞こえてきました．「例えば」．

山田が子どもの言葉「例えば」に着目し，「例
えば」を使って考える子どもを育てたいという学
習指導の構えをもっていたことから生まれた働き
かけである．
Ｃ．例えば，計画（「うんうん」とうなずきや
「いるいる」，「ないと困る」とつぶやきが出る）

Ｃ．例えば，持ち物とか（（「うんうん」とうなず

きや「ビデオとか」とつぶやきが出る）
子どもは，「例えば」を使うことによって，探

検に必要なことを具体的にすることができた．
Ｔ．他に探検にいるもの，ある？
Ｃ．勇気‼（大きな声で発言する）
Ｃ．ばんそうこ

この発言は，なかなか生まれるものではない．
探検を自分ごととして捉えるからこそ生まれる言
葉である．山田は，計画や持ち物等の即物的なも
のをみつけることを期待していたうえでの問いか
けであったろう．

しかし，その山田のもくろみを打破し，山田に
「子どもは力を持っている」，「子どもの感性は教
師の狭い捉え（教材観）を拡充する契機を示す」
と気付かせた場面であった．

そして，「確かに探検やからね」と共感した．
山田が提示した探検を，子どもは自分ごととし

て捉え，自分の側に引き寄せた．教師による教材
化が，子どもによる教材化に転じたと考える．

結果，子どもは，何が起きるか分からない探検
に着目し，進路に克服すべき妨害や行き詰まりの
存在を認知した．そして，けがをした際に必要な
ものを提案したのである．
③子ども自身が何を見るか（探検）を具体的にする

プロジェクト（学習）を自分ごととして捉え，
自分の側に引き寄せ，子どもによる教材化に転じ
たことが，プロジェクト（学習）の動機付け，方
向付け，支えることとなった．そして，観察した
り調査したりするなど，直接体験をしたり繰り返
し働きかけたりすることに着目することを可能と
した．
Ｔ．では，めあてを考えましょう．（「たんけんで

しらべたことを」まで板書して続きを考えさせ
た．

Ｃ．グループで話し合って・・・（つぶやく）
山田がめあてを決定するのではなく，子どもが

自分の学習を見据えて，子どもがつくるものであ
るという学習指導の構えに根差していることがう
かがえた．

「総合的な学習の時間」のプロジェクトにおいて「資質・能力の育成につながる探究的な学習となる」ことを実現する要素をどう引き出すか
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子どもによる，めあての設定は，自分が探検で
何を見るかを考えるという楽しみにつながった．
そして，自分の思いや願いを実現しようと，ノー
トに「探検で見るもの」を書いた．

Ａ児は，「広さ，ひみつきち，どんなお花がさ
いているか」と書いた．Ｂ児は，「どんなゆうぐ
があるか，公園のとくちょう」と書いた．

自分との関わりにおいて，探検で探したいもの
を考えていることや，疑問を持って関わろうとし
ていることが分かる．

つまり，生活科の学びを生かして，自分との関
わりから，探究的な見方・考え方を働かせている
と考える．

その後，山田は，４人組で交流する学習指導を
行い，全体での共有へとつなげた．

子どもは，公園の仕組みや広さ，咲いている花
等，披露した．そのような中，Ｃ児が，「ブラン
コに穴があいていたら，なんでかな？を見る」と
発言した．

子どもは，Ｃ君の言っている「ブランコに穴が
あいているとはどういうことなのか」と，意味を
問うた．また，「ブランコに穴があいているとど
ういうことになるのか」と，ブランコと穴の関係
を問うた．

そして，「公園を調べた人に聞きに行く」，「公
園を作った人にインタビューに行く」等，疑問の
解決を目指し，観察したり調査したりするなど，
直接体験をしたり繰り返し働きかけたりすること
に着目した発言を生み出した．

つまり，公園の遊具と管理する人の関係を探る
ことに着目し，同じようなことはないかと，視野
を広げたのである． 

そして，「ひみつのことが分かったら，『実は』
と分かる」と，探究的な見方・考え方を働かせ，
総合的な学習を行う見通しをもつことができた．
Ｃ．実は，って？
Ｃ．他の公園では・・・（「ああ」とつぶやき）
Ｃ．みんなが知らなかった・・・（「ああ」とつぶ

やき）

Ｃ．じっと見て，分からないこと・・・（「ああ」
とつぶやき）

Ｔ．同じようなことが言えることはないかなとい
う

Ｃ．すべりだいの下を見たい
④比較・考察～各教科等で働かせた見方・考え方
を活用する
山田のプロジェクト「公園を探検しよう」の導

入授業から，各教科等で働かせた見方・考え方を
活用することが，「総合的な学習の時間」のプロ
ジェクトにおいて，「資質・能力の育成につなが
る探究的な学習となる」ことを実現する要素を引
き出す精緻を高めると分かる．

生活科は，子どもの身近にある事物・事象を学
習の対象とし，自分との関わりを通して自立へ
の基礎を学ぶ．第３学年「総合的な学習の時間」
は，生活科の学びを生かし，接続することが大切
である．

池田小学校第３学年「総合的な学習の時間」の
プロジェクト「公園を探検しよう」は，生活科の
学びを生かし，各教科等で働かせた見方・考え方
を活用することができている．

そのため，自分の思いや願いに根ざした活動が
生まれ，その進路に「かべ」が生じさせた．そし
て，プロジェクトを，子どもは自分ごととして捉
え，自分の側に引き寄せた．教師による教材化
が，子どもによる教材化に転じた．

結果，子どもは，何が起きるか分からない探検
に着目し，進路に克服すべき妨害や行き詰まりの
存在を認知した．そして，けがをした際に必要な
ものを提案した．

また，「ブランコに穴があいていたら，なんで
かな？を見る」との発言をきっかけにして，「ど
ういうことなのか」と，意味を問い，「ブランコ
に穴があいているとどういうことになるのか」
と，ブランコと穴の関係を問うた．そして，「公
園を調べた人に聞きに行く」，「公園を作った人に
インタビューに行く」等，疑問の解決を目指し，
観察したり調査したりするなど，直接体験をした
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り繰り返し働きかけたりすることに着目した発言
を生み出した．

つまり，公園の遊具と管理する人の関係を探る
ことに着目し，同じようなことはないかと，視野
を広げたのである． 

そして，「ひみつのことが分かったら，『実は』
と分かる」と，探究的な見方・考え方を働かせ，
総合的な学習を行う見通しをもつことができた．

結果，「総合的な学習の時間」のプロジェクト
において，「資質・能力の育成につながる探究的
な学習となる」ことを実現する要素を引き出す精
緻を高めるには，以下の３点を工夫することであ
ると分かった．

第一点，各教科等で働かせた見方・考え方を活
用する．そして，探究的な見方・考え方を働か
せ，総合的な学習を行う見通しをもつ．

第二点，自分の思いや願いに根ざした活動に生
じる「かべ」を認知し，「かべ」を乗り越えて課
題を達成しようと取り組むといった，自分がどう
関わるかという行動を引き出す．そして，プロ
ジェクトを自分の側に引き寄せ，子どもによる教
材化に転じさせる．

第三点，問うことを通して，関係を探ることに
着目したり，視野を広げたりする．

７．今後の課題
本研究は，「総合的な学習の時間」のプロジェ

クトにおいて，「資質・能力の育成につながる探
究的な学習となる」ことを実現する要素をどう引
き出すかを探ることを目的とした．

結果，「資質・能力の育成につながる探究的な
学習となる」ことを実現する要素㋐㋑㋒を引き出
すことや精緻を高める工夫をすることであると分
かった．

しかし, より多くの「資質・能力の育成につな
がる探究的な学習となる」ことを実現することを
目指すプロジェクト型の学習を収集し，探る必要
がある．今後の課題としたい．

（注）
１）文部科学省『小学校学習指導要領解説　総合

的な学習の時間』東洋館出版社，2018年
２）前掲書，文部科学省，2018年
３）前掲書，文部科学省，2018年
４）藤井千春『子どもの求めに立つ総合学習の構

想』明治図書，2000年
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